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編編集
後後記

今月は広報委員全員から一言ずつ！

◇ 2023 年 9月開幕、アウェーでのラグビー日本代表の活躍に期待します。（川野）

☆万年筆を使用する機会が少なくなった。しかしながら、ちょっとした機会に万年筆を取り出し、
ゆったりとした感覚で書きはじめると心の余裕を感じるのである。（渡邉）

◇今年の夏は 3年ぶりに県内各地で夏祭りや花火大会が行われるようです。
　注目しているのは、山口七夕ちょうちんまつり。竹につけられた紅ちょうちんが夜空に美しい幻
想的なお祭りのようですが、まだ行ったことがない。8月 6日と 7日は、今年は日曜と月曜です。
次の日の仕事を考えると、ちょっとしんどいかも。でも、いつか行って見てみたいものがあるの
は幸せです。（岸本）

☆新型コロナウイルス感染症は 5類になりましたが、今後も新型コロナウイルスのパンデミックは
続くと思います。高齢者は今後も注意しましょう。（石田）

◇今年 9月 1日は関東大震災から 100 年だそうです。天災が少なく油断しがちな山口県も防災意
識を高めねばなりませんね。（吉川）

☆子どもたちと密で寝ているとこれでもかと言うくらい毎晩が熱帯夜です。できたら「keep 
distance」したいこのごろです。（岡山）

◇ 5月 8日に、新型コロナウイルス感染症は２類から５類へと変更されました。これでマスク社会
ともおさらばかと思いきや、マスクを外す人は案外少なかった。これから暑い夏が始まります。
熱中症の危険を回避するためにも今のうちに外さないと、マスクを捨てるタイミングを失います。
皆さん、マスクを取って外に出てお日様の光を浴びて健康に生きましょう！（藤村）

謹 弔

次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。
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